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デ ー タ セ ン タ ー の 計 画 を 進 め る に 当 た り 以 下 を 述 べ る 。

①  

1 . 調 査 、 検 討 す べ き 事 項  

1 . 1 デ ー タ セ ン タ ー に 設 置 す る 設 備 の 把 握  

 デ ー タ セ ン タ ー 稼 働 に お い て 電 源 供 給 は 必 須 で あ る 。

そ し て 、 電 源 供 給 方 法 や 機 器 レ イ ア ウ ト を 検 討 す る た

め 、 デ ー タ セ ン タ ー に 設 置 す る 設 備 の 調 査 、 検 討 を 行

う ② 。  

 ま た 、 各 機 器 に お い て オ ン プ レ ミ ス 設 備 と す べ き か

ク ラ ウ ド 設 備 と す べ き か 検 討 す る こ と も 、 設 備 数 把 握

に 繋 が る 。  

 

1 . 2 電 力 供 給 方 法 の 検 討  

 上 記 に よ り 、 各 機 器 数 や 負 荷 容 量 を 把 握 し た 上 で 電

力 供 給 方 法 を 検 討 す る 。  

 電 源 引 込 み に お い て は 、 既 存 ビ ル 内 ③ に お い て 電 気

室 が 存 在 す る 場 合 は 、 当 該 電 気 室 か ら 電 源 取 得 す る 。

既 存 電 気 室 が 無 い 場 合 は 電 力 会 社 か ら 直 接 受 電 す る 方

法 を 検 討 す る 。  

① 不要。 

② 具体性に欠け、設備の何を調査・検討するのか分かりません。調査目的しか述べられていないよう

に見えます。この目的を達成するために取るべき行動としての調査・検討内容を具体的に述べまし

ょう。 
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２ . 業 務 を 進 め る 手 順 と 項 目 ご と に 留 意 、 工 夫 す る 点  

 「 調 査 、 設 計 、 工 事 施 工 、 試 運 転 」 の 手 順 で 業 務 を

進 め る 。 ④  

2 . 1 . 調 査  

 デ ー タ セ ン タ ー に 導 入 す る 機 器 は 弱 電 機 器 が 多 い 。

弱 電 機 器 と 高 圧 設 備 が 近 接 し て い る と ノ イ ズ を 受 け る

リ ス ク が 生 じ る 、 そ の た め 、 弱 電 機 器 や 通 信 線 ル ー ト

の 近 傍 に 高 圧 設 備 が 有 る か 確 認 す る こ と が 重 要 で あ る 。

有 る 場 合 は 、 シ ー ル ド や フ ィ ル タ を 施 す こ と で 対 策 を

実 施 す る 。 ⑤  

 

2 . 2 設 計  

 デ ー タ セ ン タ ー 構 築 に 当 た り 、 光 ケ ー ブ ル 敷 設 は 必

須 で あ る 。 こ の 光 ケ ー ブ ル に お い て 、 メ タ リ ッ ク 光 ケ

ー ブ ル を 敷 設 す る と 誘 導 雷 に 起 因 す る 雷 害 リ ス ク が 高

④ 手順は、項目と内容を見れば分かるので不要。 

⑤ これは、すべて留意点ですかね。留意点であるならば、問われていることに的確に解答するため、

文末は「留意する」とした方が良いでしょう。さらに、留意点のみでなく、行動も書きましょう。

ここでは、調査となっているので何の調査をするのか書きましょう。調査内容が、前項の内容のみ

であるなら「前述の調査を実施する」と一言書けばＯＫです。 

③ 問題に前提条件が無いので、なんとも言えないですが、データセンター計画は場所が特定されてい

ません。限定された条件での説明で良いのか疑義があります。また、調査検討項目が電力供給のみ

になっており、不足を感じます。電力以外にも、冷却の要件、ネットワーク接続、冗長性レベル、

セキュリティ対策など調査・検討すべき事項はあるように思います。 
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ま る 。 そ の た め 、 ノ ン メ タ リ ッ ク 光 ケ ー ブ ル の 敷 設 や

S P D 設 置 に よ り 雷 害 対 策 を 実 施 す る 。 ⑥  

 

2 . 3 工 事 施 工  

 機 器 設 置 に お い て 耐 震 対 策 を 実 施 す る 必 要 が あ る 。

具 体 的 に は 機 器 へ の 防 振 ゴ ム 取 付 け や 、 ア ン カ ー ボ ル

ト に よ る 固 定 に よ り 耐 震 強 度 を 確 保 す る ⑦ 。  

 

2 . 4 試 運 転  

 工 事 終 了 後 、 電 源 投 入 し 試 運 転 を 実 施 す る 。 試 運 転

は 、 実 際 に デ ー タ 処 理 の 稼 働 を 確 認 す る こ と で 実 施 す

る ⑧ 。 ま た 異 常 が あ る 際 は 、 当 該 タ イ ミ ン グ で 関 係 者

⑨ で 協 議 し て 対 策 を 検 討 す る 。  

 

３ ． 関 係 者 と の 調 整 方 策  

 打 合 せ を 密 に 実 施 し 、 目 的 、 効 果 、 後 期 な ど を 説 明

し 、 利 害 一 致 の も と 工 事 を 進 め る ⑩ 。 ま た 、 バ ッ ク グ

ラ ン ド が 異 な る 方 と の 協 議 に お い て 、 図 面 や 写 真 を 多

⑧ すべて一般論に見えます。 電源バックアップシステム、ネットワーク接続、災害復旧手順などチェ

ックする項目など具体に示すべきと考えます。 

⑨ このタイミングで行うことは当たり前です。不要。また、関係者も誰なのか良く分かりません。 

⑦ これも留意点だと思いますが、留意する時点は、施工段階ではなく設計段階ではないでしょうか。

また、防振ゴムを耐震対策と言えるのか疑義があります（地震で発生する振動を防ぐだけの機能が

備わっているのでしょうか）。 

⑥ ④、⑤と同様。 
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用 し た 資 料 を 用 い て 実 施 す る ⑪ 。          

以 上  

 

 

 

 

⑩ 関係者が誰なのか分かりません。 

⑪ これも対象者が抽象的ですね。また、なぜ、図面や写真を多用するのか意図を書くべきです。 


